
180

一
　
は
じ
め
に

老
生
が
年
少わ
か

く
し
て
志
し
た
学
問
の
テ
ー
マ
は
、
日
本
語
の

起
源
を
究
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
こ
の
十
数
年
は

西
夏
学
、
そ
れ
も
主
と
し
て
西
夏
語
関
連
の
文
献
を
見
な
が
ら

日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。
西
夏
は
、
十
一
世
紀
か
ら
十
三
世
紀

に
か
け
て
、
中
国
の
西
北
に
栄
え
た
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
系
タ

ン
グ
ー
ト
族
の
王
国
で
あ
っ
た
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
要
衝
を
お

さ
え
て
通
商
で
富
み
、
宋
・
遼
つ
い
で
金
と
覇
を
争
っ
た
。

西
夏
研
究
は
、
実
は
日
本
学
研
究
の
一
環
と
し
て
の
意
味
を

も
つ
。
と
い
う
の
も
、
日
本
は
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
の
辺
境
に
位

置
し
て
お
り
、
日
本
文
化
は
、
常
に
東
ア
ジ
ア
全
体
の
視
野
か

ら
考
察
す
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
日
本
が
漢
字
を
も
と
に
仮
名

文
字
体
系
と
い
う
日
本
語
を
表
記
す
る
固
有
の
文
字
を
生
み
出

し
た
す
ぐ
あ
と
に
、
遼
は
契
丹
文
字
を
西
夏
は
西
夏
文
字
を
創

り
上
げ
た
。
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
で
は
、
中
華
文
明
が
周
辺
諸
民

族
の
文
化
変
容
を
ひ
き
お
こ
す
。
そ
の
変
容
に
法
則
性
が
あ
る

と
す
れ
ば
、
日
本
文
化
を
考
え
る
上
で
、
西
夏
や
契
丹
を
考
察

す
る
こ
と
は
意
義
有
る
こ
と
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
日
本
文
化
生

成
の
過
程
に
お
い
て
、
漢
字
漢
語
を
如
何
に
し
て
自
家
薬
籠
中

西
夏
語
資
料
略
解

―
涼
州
感
通
塔
碑
の
発
見
と
造
塔
縁
起

長
田
　
夏
樹

寄
稿



の
も
の
と
し
た
か
を
跡
づ
け
る
に
は
、
西
夏
や
契
丹
の
文
字
構

造
が
漢
字
の
そ
れ
と
如
何
に
関
わ
っ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
に

如
く
は
な
い
。
ま
た
、
中
国
の
周
辺
諸
民
族
が
中
華
文
明
の
光

明
に
浴
す
る
と
同
時
に
、
中
華
文
明
も
周
辺
諸
民
族
の
文
化
を

取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
華
た
り
得
て
い
た
事
実
も
見
逃

す
べ
き
で
は
な
い
。

か
く
も
西
夏
に
と
ら
わ
れ
た
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
老
生
が

六
十
年
の
長
き
に
わ
た
る
学
究
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
の

が
張
家
口
カ
ル
ガ
ン
に
あ
っ
た
蒙
古
文
化
研
究
所
だ
っ
た
こ
と

で
あ
ろ
う
か
。
北
京
の
北
西
約
一
六
〇
ｋ
ｍ
に
あ
る
張
家
口
は

遊
牧
民
族
圏
の
入
り
口
に
あ
っ
た
。
河
西
回
廊
か
ら
オ
ル
ド
ス

平
原
を
吹
き
揚
げ
る
黄
砂
を
浴
び
な
が
ら
、
か
つ
て
栄
え
た
契

丹
や
西
夏
を
身
近
に
感
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
族
の

遊
牧
生
活
を
リ
サ
ー
チ
す
る
た
め
、
彼
ら
と
ほ
ぼ
同
じ
日
常
生

活
を
お
く
っ
た
。
胡
服
を
着
て
、
羊
肉
を
食
べ
、
蒙
古
馬
に
う

ち
跨
り
、
夜
の
草
原
を
照
ら
す
星
々
を
見
あ
げ
な
が
ら
、
ゲ
ル

で
寝
泊
ま
り
す
る
生
活
。
契
丹
族
や
タ
ン
グ
ー
ト
族
も
ま
た
、

同
じ
日
々
を
過
ご
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
言
語
と
同
様
に
そ
れ
を

伝
達
す
る
為
の
記
号
で
あ
る
文
字
に
も
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、

未
解
読
の
契
丹
文
字
と
西
夏
文
字
は
魅
惑
的
で
あ
っ
た
。

地
の
果
て
の
よ
う
な
張
家
口
大
境
門
外
で
は
、
北
京
に
出
て

書
舗
（
本
屋
）
や
菜
館
子
（
料
理
屋
）
を
彷
徨
く

　
さ
ま
よ
い
あ
る
　

こ
と
が
最
大
の

楽
し
み
で
あ
っ
た
。
北
京
へ
の
往
来
の
列
車
は
、
い
つ
も
大
儀

そ
う
に
八
達
嶺
の
峻
険
を
越
え
た
が
、
そ
の
麓
に
居
庸
関
が
あ

っ
た
。
居
庸
関
そ
の
も
の
は
、
明
代
の
も
の
な
の
だ
が
、
そ
の

そ
ば
に
過
街
塔
と
よ
ば
れ
る
元
代
に
建
て
ら
れ
た
ア
ー
チ
型
の

門
が
あ
る
。
こ
の
門
に
西
夏
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
拓

本
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
さ
れ
た
最
初
の
西
夏
文
字
で
あ
っ
た
。

内
容
は
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
お
よ
び
如
来
心
陀
羅
尼
な
ど
の
経
文

と
造
営
功
徳
記
で
あ
る
。
元
帝
国
に
ふ
さ
わ
し
く
、
ラ
ン
チ
ャ

体
デ
ー
ヴ
ァ
ナ
ー
ガ
リ
ー
に
よ
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
、
チ
ベ
ッ

ト
文
字
、
漢
字
、
パ
ス
パ
文
字
に
よ
る
モ
ン
ゴ
ル
語
、
西
夏
文
字
、

回
鶻
文
字
と
六
種
の
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
西

夏
文
字
は
未
知
の
文
字
と
し
て
、
一
八
九
四
年
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で

開
催
さ
れ
た
東
洋
学
者
会
議
に
仏
人
エ
マ
ヌ
ェ
ル
・
エ
ド
ュ
ア

ー
ル
・
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌE

m
m
an
u
el
E
d
ou
ard

C
h
av
an
n
es

（
漢
字
表
記
で
は
沙
�
、
一
八
六
五
〜
一
九
一
八
）
に
よ
っ
て
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
翌
九
五
年
に
は
、
か
の
ボ
ナ
パ
ル
ト
家
の
王
子
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P
rince

R
oland

B
onaparte

の
名
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
六
種
文

字
に
よ
る
刻
文
はD

ocu
m
en
ts
d
e
l ’ép
oq
u
e
m
on
g
ole
d
es

X
III e

et
X

IV
e

siècles,
P

aris

に
図
版
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
。
も

っ
と
も
、
目
に
付
き
や
す
い
こ
の
碑
文
の
研
究
は
す
で
に
お
こ

な
わ
れ
て
い
て
、
こ
の
未
知
の
文
字
は
、
英
人
ア
レ
ク
サ
ン
ダ

ー
・
ワ
イ
リ
ーA

lexander
W

ylie

（
一
八
一
五
〜
一
八
八
七
）
が

一
八
七
〇
年
に
女
真
小
字
と
考
察
し
て
い
た
。
こ
れ
を
西
夏
文

字
と
正
し
く
解
釈
し
た
の
は
、
仏
人
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ド
ヴ
ェ
リ

アG
abriel

D
evéria

（
一
八
四
四
〜
一
八
九
九
）
で
あ
っ
た
。
ド
ヴ

ェ
リ
ア
は
、
一
八
七
九
年
に
英
国
公
使
館
の
医
官
ス
テ
ィ
ー
ブ

ン
・
ブ
ッ
シ
ェ
ルS

tephen
B

ushell

に
居
庸
関
西
夏
文
字
の
拓

本
を
示
さ
れ
た
。
こ
の
未
知
の
文
字
に
多
大
な
興
味
を
抱
い
た

ド
ヴ
ェ
リ
ア
は
、
長
白
麟
慶
の
『
鴻
雪
因
縁
図
記
』（
一
八
八
四
）

に
よ
っ
て
、
女
真
小
字
が
刻
さ
れ
た
「
女
真
進
士
題
名
碑
」
の

存
在
を
知
り
、
こ
の
文
字
が
ワ
イ
リ
ー
の
主
張
し
た
女
真
小
字

で
は
あ
り
得
な
い
と
考
え
た
。
さ
ら
に
、
ド
ヴ
ェ
リ
ア
は
ブ
ッ

シ
ェ
ル
に
よ
っ
て
、
南
宋
の
洪
遵
著
『
泉
志
』
に
記
載
さ
れ
た

西
夏
の
古
銭
を
示
さ
れ
、
居
庸
関
の
未
知
の
文
字
と
の
類
似
性

を
指
摘
さ
れ
た
。
決
定
的
だ
っ
た
の
は
、「
涼
州
感
通
塔
碑
」
の

銘
文
で
あ
る
。
此
の
碑
に
よ
り
、
ヒ
ゲ
の
衣
を
ま
ぶ
し
た
よ
う

な
未
知
の
文
字
は
、
西
夏
文
字
と
確
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

西
夏
文
字
資
料
に
つ
い
て
は
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
ク
ズ
ミ
ッ

チ
・
コ
ズ
ロ
フP

ëtr
K

uzm
ich

K
ozlov

（
一
八
六
三
〜
一
九
三
五
）

が
西
夏
の
都
市
ハ
ラ
・
ホ
ト
か
ら
発
掘
し
て
、
現
在
サ
ン
ク

ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
な
ど
に
保
管

さ
れ
て
い
る
資
料
が
一
番
有
名
で
あ
ろ
う
。
量
的
に
も
質
的
に

も
際
だ
っ
て
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
小
論
で
は
、
涼
州
感
通
塔
碑
や
西
夏

の
古
銭
を
取
り
上
げ
て
、
考
察
を
試
み
よ
う
。
従
来
、
こ
の
よ

う
な
西
夏
語
資
料
は
、
古
典
文
献
を
実
証
的
に
考
究
す
る
た
め

の
方
法
で
あ
る
考
証
学
の
範
疇
に
属
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

本
稿
で
は
先
人
の
論
考
を
辿
り
な
が
ら
卑
見
を
述
べ
て
い
き
た

い
。
コ
ズ
ロ
フ
資
料
や
そ
の
後
発
見
さ
れ
た
資
料
を
新
し
い
学

問
で
読
み
解
く
こ
と
は
こ
れ
か
ら
の
人
が
取
り
組
む
べ
き
課
題

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
国
考
証
学
の
伝
統
を
踏
ま
え
て

銘
文
や
経
典
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
、
老
生
の
よ
う
な
旧

世
代
の
責
務
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
欧
米
に
加
え
て

中
国
の
西
夏
文
献
資
料
研
究
に
も
目
を
配
っ
て
こ
そ
真
の
西
夏
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学
と
な
り
う
る
の
で
は
と
の
思
い
も
強
い
。
な
に
よ
り
も
、
清

代
に
盛
ん
と
な
っ
た
考
証
学
を
見
直
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い

も
あ
る
。
元
代
以
後
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
西
夏
文
字
を
再
発

見
し
た
人
物
は
だ
れ
な
の
か
。
そ
れ
が
、
老
生
の
目
下
の
関
心

事
で
あ
る
。
こ
の
小
考
が
、
多
少
な
り
と
も
今
後
の
西
夏
学
発

展
に
資
す
れ
ば
、
幸
い
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
西
夏
な
る
国
家
に
つ
い
て
、
老
生
が
最
初
に
見

聞
し
た
の
は
、
旧
制
中
学
校
の
東
洋
史
の
授
業
で
あ
っ
た
。
羽

田
亨
監
修
の
教
科
書
『
中
等
東
洋
史
』
に
は
、
右
手
に
血
の
滴

り
落
ち
る
生
首
を
引
っ
提
げ
た
西
夏
女
性
の
図
が
載
っ
て
い
た
。

こ
の
蠱
惑
的
な
図
が
、
喜
寿
を
す
ぎ
て
西
夏
に
惑
溺
す
る
こ
と

に
な
っ
た
最
大
の
理
由
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
願
わ
く
ば
、
な

お
長
生
を
重
ね
、
妙
法
蓮
華
経
や
維
摩
詰
所
説
経
と
い
っ
た
夏

訳
仏
典
や
中
国
古
典
文
献
（
孟
子
・
十
二
国
な
ど
）
の
西
夏
訳

資
料
を
論
じ
て
み
よ
う
と
思
う
の
だ
が
、
如
何
せ
ん
、
老
齢
八

十
六
。
続
稿
が
完
成
す
る
か
ど
う
か
は
、
神
の
み
ぞ
知
り
た
も

う
で
あ
ろ
う
。

二
　
涼
州
感
通
塔
碑
に
つ
い
て

漢
の
武
帝
は
西
域
に
版
図
を
広
げ
る
と
、
タ
リ
ム
盆
地
へ
の

回
廊
と
な
る
河
西
に
四
郡
を
置
い
た
。
東
か
ら
涼
州
、
甘
州
、

粛
州
、
沙
州
で
あ
る
。
こ
の
地
は
、
中
華
帝
国
が
盛
時
を
む
か

え
れ
ば
富
や
文
明
の
通
り
道
と
し
て
繁
栄
し
、
帝
国
が
傾
け
ば

中
華
の
富
を
求
め
て
多
種
多
様
な
民
族
が
殺
到
す
る
帝
国
の
鬼

門
と
な
っ
た
。
文
治
に
流
れ
る
宋
帝
国
の
弱
体
化
に
乗
じ
て
、

タ
ン
グ
ー
ト
族
の
李
元
昊
が
西
夏
を
建
国
し
た
の
は
一
〇
三
八

年
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
の
寧
夏
回
族
自
治
区
と
河
西
回
廊
の

属
す
る
甘
粛
省
を
中
心
と
す
る
領
域
が
西
夏
王
国
の
故
地
と
な

る
。
涼
州
は
西
夏
王
国
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
西
夏
の
王
都

興
慶
府
と
西
域
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。

現
在
、
涼
州
は
武
威
と
よ
ば
れ
、
甘
粛
省
武
威
県
の
県
庁
所

在
地
で
あ
る
。
こ
の
武
威
市
に
あ
る
武
威
県
文
化
会
館
内
に
問

題
の
「
感
通
塔
碑
」
は
、
全
国
重
点
文
物
保
護
単
位
と
し
て
大

切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
碑
高
二
・
五
ｍ
幅
〇
・
九
ｍ
の
碑
に

は
、
陽
面
に
楷
書
体
の
西
夏
文
字
が
六
十
四
字
詰
め
二
十
八
行

に
わ
た
っ
て
彫
ら
れ
て
お
り
、
陰
面
に
は
七
十
字
詰
め
二
十
五

行
で
漢
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
碑
陽
の
題
額
に
は
、
篆
書
体
の

西
夏
文
字
十
四
字
が
二
行
に
刻
さ
れ
、
そ
の
左
右
に
は
綫
刻
の



184

優
美
な
伎
楽
天
が
配
し
て
あ
る
。
銘
文
か
ら
西
夏
第
四
代
皇
帝

崇
宗
乾
順
治
下
の
天
祐
民
安
五
（
一
〇
九
四
）
年
に
建
立
さ
れ
た

も
の
と
知
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
感
通
塔
碑
」
は
、
下
記
の
羅
福
成
の
論

文
が
出
る
ま
で
は
、「
感
応
塔
碑
」
と
し
て
い
る
場
合
が
多
か
っ

た
。
本
来
、
漢
文
篆
額
は
「
涼
州
重
修
／
護
国
寺
感
／
通
塔
碑

銘
」
と
行
四
字
三
行
で
あ
る
が
、
流
布
し
た
漢
文
篆
額
拓
本
面

は
文
字
が
欠
落
し
て
お
り
、
文
字
復
元
の
際
誤
っ
て
「
感
応
塔

碑
」
と
な
っ
た
。
漢
文
篆
額
が
「
感
通
塔
碑
」
で
あ
る
か
ら
、

「
感
通
塔
碑
」
で
正
し
い
の
だ
が
、
漢
文
銘
の
第
二
十
四
行
に

「
感
通
塔
」
と
三
度
書
か
れ
て
も
い
る
。
こ
の
碑
の
西
夏
文
の
訓

み
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
を
参
照
し
た
。

羅
福
成
「
重
修
護
国
寺
感
応
塔
碑
銘
」（『
国
立
北
平
図
書
館
館

刊
』
四
巻
三
号
「
西
夏
文
専
号
」、
一
九
三
〇：

一
九
三
二
出
版
）

N
ik

o
laj

A
lek

san
d

ro
v

ich
N

ev
sk

ij
“T
an
g
u
tsk
aja

F
ilologija ”

M
oskva

1960

西
田
龍
雄
「
西
夏
文
涼
州
感
応
塔
碑
文
解
読
」（『
西
夏
語
の
研

究
』
上
巻
一
九
六
四
年
六
月
）

陳
炳
応
「
重
修
護
国
寺
感
通
塔
碑
（
西
夏
碑
）」（『
文
物
』
一
九

七
九
年
十
二
期
）:

『
西
夏
文
物
研
究
』
一
九
八
五
年

史
金
波
「
涼
州
感
応
塔
碑
西
夏
文
校
訳
補
正
」（『
西
北
史
地
』

一
九
八
四
年
二
期
）:

「
涼
州
重
修
護
国
寺
感
応
塔
碑
西
夏
文
訳
証
」

R
uth

W
.

D
unnell

（
漢
名：

�
如
萍
）T

he
G

reat
S

tate
of

W
hite

and
H

igh.U
niversity

of
H

aw
aiiPress,H

onolulu,1996 .

ち
な
み
に
、
羅
福
成
（
一
八
八
五
〜
一
九
六
〇
）
は
清
朝
最
後
の

考
証
学
者
と
し
て
著
名
な
羅
振
玉
（
一
八
六
六
〜
一
九
四
〇
）
の
子

息
で
、
弟
に
当
た
る
羅
福
萇
（
一
八
九
五
〜
一
九
二
一
）
と
と
も
に

西
夏
研
究
に
鋭
意
努
力
し
た
先
学
で
あ
る
。
陳
炳
応
氏
は
甘
粛

博
物
館
の
文
物
考
古
研
究
者
で
、
史
金
波
氏
は
民
族
研
究
所
の

民
俗
語
文
研
究
者
で
あ
る
。

次
に
西
夏
文
字
篆
書
体
の
題
額
十
四
文
字
の
訓
み
を
あ
げ
た
。

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭

羅
福
成
　
　
白
上
国
護
寺
涼
州
感
応
塔
／
之
碑
文

西
田
　
　
　
〃
〃
〃
大
土
〃
〃
〃
〃
〃
／
〃
〃
〃

陳
炳
応
　
　
〃
〃
〃
〃
境
〃
〃
〃
通
没
奴
〃
〃
〃

ネ
フ
ス
キ
ー
〃
高
〃
〃
円
〃
〃
〃
通
〃
／
〃
〃
〃

長
田
　
　
　
〃
〃
〃
〃
圏
〃
〃
〃
〃
浮
図
〃
〃
〃
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つ
ま
り
、
西
夏
語
は
「
白
高
国
大
圏
涼
州
感
通
浮
図
之
碑
文
」

と
訓
む
。
白
高
国
大
圏
と
は
白
く
高
い
大
国
の
統
治
範
囲
を
意

味
し
て
お
り
、
即
ち
、
大
西
夏
国
で
あ
る
。
感
通
浮
図
の
浮
図

は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
のbuddha

塔
な
の
で
、
感
通
塔
と
な
る
。

『
全
上
古
三
代
秦
漢
三
国
六
朝
文
』
の
編
集
者
で
あ
る
厳
可
均

（
一
七
六
二
〜
一
八
四
三
）
の
『
鉄
橋
漫
稿
』
や
『
蔵
書
紀
事
詩
』

七
巻
の
著
者
葉
昌
熾
（
一
八
四
九
〜
一
九
一
七
）
の
光
緒
二
十
八
年

（
一
九
〇
一
）
の
自
序
の
あ
る
『
語
石
』
巻
八
「
契
丹
西
夏
女
真

蒙
古
畏
吾
児
唐
古
�
書
一
則
」
条
に
も
「
感
通
塔
碑
」
と
し
て

い
る
。

三
　
感
通
塔
碑
発
見
者
・
張

感
通
塔
碑
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、
張

（
一
七
七
六
〜
一
八
四

七
）
に
よ
る
と
、
清
の
嘉
慶
甲
子
九
（
一
八
〇
四
）
年
の
こ
と
と

さ
れ
る
。
甘
粛
武
威
の
人
張

は
こ
の
碑
文
の
発
見
者
で
あ
る
。

張

は
『
養
素
堂
文
集
』
の
な
か
で
、
感
通
塔
碑
発
見
の
い
き

さ
つ
を
詳
し
く
述
べ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
張

の
主
著

の
一
つ
『
涼
州
府
志
備
考
』
八
巻
は
、
張

の
死
後
長
ら
く
遺

稿
と
し
て
上
梓
さ
れ
な
い
ま
ま
子
孫
の
護
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て

い
た
。
し
た
が
っ
て
、
上
掲
の
別
集
『
養
素
堂
文
集
』
を
除
い

て
、
張

の
事
績
は
長
ら
く
埋
も
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
た
が
、

一
九
六
二
年
に
、

西
省
博
物
館
が
『
涼
州
府
志
備
考
』
八
巻

を
入
手
し
、
文
化
大
革
命
を
契
機
と
す
る
紆
余
曲
折
を
経
て
、

張

の
死
後
、
実
に
百
三
十
六
年
後
の
一
九
八
三
年
に
出
版
さ

れ
て
い
る
。

た
だ
、
こ
の
出
版
以
前
に
、
感
通
塔
碑
の
漢
文
碑
に
つ
い
て

は
、
陸
耀
�
（
一
七
七
一
〜
一
八
三
六
）
の
『
金
石
続
編
』
巻
二
十

に
標
題
を
「
重
修
感
通
塔
碑
」
と
し
て
載
録
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
一
文
の
末
尾
に
張

と
同
年
の
進
士
呉
栄
光
（
一
七
七
三
〜
一

八
四
三
）
の
『
�
清
館
金
石
記
』
に
拠
る
と
あ
る
。

張

は
、
字
は
伯
�
、
号
は
介
侯
。
張

の
事
績
と
し
て
は
、

『
三
輔
旧
事
』『
三
輔
故
事
』
を
輯
校
し
、
同
郷
の
詩
人
李
益
の

『
李
尚
書
詩
集
』
を
上
梓
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
嘉
慶
四
（
一

七
九
九
）
年
に
進
士
と
な
っ
た
。
同
年
の
第
一
甲
に
は
、『
説
文

声
系
』
の
著
者
姚
文
田
（
一
七
五
八
〜
一
八
二
七
）
と
『
経
義
述
聞
』

『
経
伝
釈
詞
』
の
著
者
王
引
之
（
一
七
六
六
〜
一
八
三
四
）
が
い
る
。

衆
知
の
ご
と
く
、
科
挙
は
三
年
ご
と
、
干
支
で
い
う
と
丑
・

辰
・
未
・
戌
の
年
に
実
施
さ
れ
た
。
明
清
時
代
に
は
、
同
じ
年
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に
進
士
と
な
っ
た
者
同
士
は
、
家
族
ぐ
る
み
親
戚
同
様
の
交
友

を
生
涯
に
わ
た
っ
て
行
う
と
い
う
慣
例
が
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
張

の
生
卒
年
で
あ
る
が
、
前
掲
の
『
涼
州
府

志
備
考
』
に
は
、
異
な
っ
た
二
説
が
記
さ
れ
て
い
る
。
出
版
の

年
の
一
九
八
三
年
に

西
省
博
物
館
館
長
で
あ
っ
た
武
伯
綸
が

記
し
た
同
書
巻
頭
に
あ
る
『
序
言
』
で
は
、
張

（
一
七
八
一
〜

一
八
四
七
）
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
巻
末
に
附
さ
れ
た

西
省
古

籍
整
理
弁
公
室
の
『
跋
』
に
は
、（
一
七
七
六
〜
一
八
四
七
）
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
武
伯
綸
の
拠
っ
た
資
料
と
『
跋
』
文
著

者
の
拠
っ
た
資
料
の
相
違
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
武
伯
綸
の

『
序
言
』
は
、
漢
軍
正
藍
旗
の
人
趙
爾
巽
（
一
八
四
四
〜
一
九
二
七
）

主
編
の
『
清
史
稿
』
巻
四
八
六
文
苑
三
の
張

伝
に
よ
る
。
こ

の
張

伝
は
、
生
卒
年
を
含
め
て
、
重
要
な
西
夏
文
献
資
料
発

見
者
と
し
て
正
当
な
評
価
を
さ
れ
る
べ
き
張

と
い
う
人
物
の

概
略
を
知
り
う
る
一
文
な
の
で
、
紹
介
を
し
て
み
た
い
。
な
お
、

以
下
の
引
用
文
の
訓
下
し
文
、
和
訳
文
（
露
文
和
訳
も
含
む
）
は

す
べ
て
筆
者
に
よ
る
。

張

、
字
は
介
侯
、
武
威
の
人
な
り
。
父
（
名
）
は
応
挙
、
孝

行
有
り
。
嘉
慶
四
年
、

年
十
八
に
し
て
進
士
と
成
る
。
是
の

科
（
挙
）
、
人
を
得
る
こ
と
最
も
盛
ん
な
り
。

（
翰
林
院
）
庶

吉
士
に
選
ば
れ
文
詞
博
麗
な
り
。
散
館
（
考
試
）
を
う
け
知
県
に

改
め
ら
れ
、
初
め
て
（
貴
州
の
）
玉
屏
に
令め
い

ぜ
ら
る
る
も
、
病
を

以
て
帰
（
省
）
す
。
河
を
防
ぐ
の
（
功
）
労
を
叙
せ
ら
れ
（
四
川

の
）
屏
山
（
知
事
）
に
選
ば
れ
、
興
文
（
知
事
）
を
摂か

ね
、
父
の

艱も

に
丁あ

え
り
。
再
び
起
ち
て
（
江
西
）
永
新
を
知
す
。
臨
江
の
通

判
を
署
（
代
行
）
し
徴
に
坐
し
て
解
緩
せ
ら
れ
官
を
罷
む
。
開
復

（
原
官
に
恢
復
）
し
て
（
湖
南
の
）
瀘
渓
（
知
県
）
に
補
せ
ら
れ
、
復

た
憂も

を
以
て
去
る
。

は
性
亢
直
に
し
て
至
る
所
輙
や
や
も

す
れ
ば
声
う
わ
さ

有た

て
り
。
黔
（
貴
州
）
に
在
り
し
時
、
巡
撫
の
初
彭
齢
県
を
過よ

ぎ

る
。
■
は
そ
の
僕
の
金
を
索
む
る
者
を
杖

む
ち
う

つ
。
座
主
蒋
攸
銛
は

四
川
を
（
監
）
督
し
て
甫
て
車
を
下
ら
し
め
属
吏
の
名
を
挙
げ
て

つ
み
を
劾あ

ば

く
こ
と
風
采
厳
峻
な
り
。

上
書
し
て
其
の
情
に
循
し
た
が

い
恩
を
市う
る

を
論
じ
黜
陟
（
免
職
と
昇
進
）
に
当
ら
ざ
れ
ば
、
此
以

て
官
は
遂
げ
ず
と
。
経
史
を
博
覧
す
る
を
務
め
、
皆
簒
著
有
り
。

遊
跡
天
下
を
半

な
か
ば
し
、
詩
文
益
富
な

　
　
ま
す
ま
す
ゆ
た
か
　
　
り
。
心
を
関
隴
の
文
献
に
留

め
、
之
を
蒐
輯
刊
刻
せ
り
。『
五
涼
旧
聞
』『
三
古
人
苑
』『
続
黔

書
』『
秦
音
』『
蜀
典
』
を
（
編
）
纂
せ
り
。
而
し
て
姓
氏
五
書
尤

も
絶
学
と
為
す
。
自
ら
詩
文
を
著
す
外
、
又
『
詩
小
序
翼
』『
説
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文
引
経
考
証
』
有
り
。

こ
こ
で
は
、
嘉
慶
四
年
（
一
七
九
九
）
に
十
八
歳
で
進
士
と
な

っ
た
と
あ
る
か
ら
、
生
年
は
乾
隆
四
六
年
（
一
七
八
一
）
と
な
ろ

う
。で

は
、『
跋
』
の
乾
隆
四
一
年
（
一
七
七
六
）
生
年
説
は
、
何

に
依
拠
す
る
の
か
。
こ
れ
は
西
北
師
範
大
学
中
文
系
教
授
李
鼎

文
「
清
史
稿
張

伝
箋
証
」（「
甘
粛
師
範
大
学
学
報
」
一
九
六
四-

一
）

の
中
に
「
生
于
乾
隆
四
十
一
年
、
卒
于
道
光
二
十
七
年
」
と
あ

る
の
に
拠
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
ら
ば
、
張

の
生
年
は
、

乾
隆
四
一
年
な
の
か
、
乾
隆
四
六
年
な
の
か
。
結
論
か
ら
言
え

ば
、
李
教
授
の
乾
隆
四
一
年
説
の
方
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
と

い
う
の
も
、
張

が
、
十
八
歳
で
進
士
に
な
っ
た
と
す
る
の
は

正
し
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
い
っ
た
い
に
、
明
清
時
代
に
科
挙

の
合
格
者
に
払
っ
た
世
間
の
関
心
は
、
な
み
な
み
な
ら
ぬ
も
の

が
あ
っ
た
。
進
士
に
関
す
る
文
献
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

そ
の
な
か
に
、
礼
親
王
昭

（
一
七
七
六
〜
一
八
二
九
）
の
『
嘯

亭
雑
録
』
が
あ
る
。
こ
の
書
の
巻
九
に
、「
老
年
科
目
」「
青
年

科
目
」
に
関
す
る
叙
述
が
あ
る
。「
老
年
科
目
」
と
は
、
五
十
歳

以
上
に
な
っ
て
科
挙
に
合
格
し
た
も
の
の
名
簿
で
あ
り
、「
青
年

科
目
」
と
は
、
二
十
歳
以
下
で
科
挙
に
合
格
し
た
も
の
の
名
簿

で
あ
る
。
こ
の
「
青
年
科
目
」
の
中
に
張

の
名
は
見
え
ず
、

し
た
が
っ
て
、
張

が
十
八
歳
で
進
士
に
な
っ
た
と
い
う
の
は

正
し
く
な
い
。
ま
た
、
銭
泳
（
一
七
九
五
〜
一
八
四
四
）
の
『
履
園

叢
話
』
巻
十
三
に
載
る
「
弱
冠
登
第
者
」
に
も
張

の
名
は
見

ら
れ
な
い
。
た
だ
、「
青
年
科
目
」
に
も
「
弱
冠
登
第
者
」
に
も

十
八
歳
で
進
士
と
な
っ
た
朱
珪
の
名
が
載
っ
て
い
る
。
朱
珪
は
、

張

が
合
格
し
た
嘉
慶
四
年
の
科
挙
で
試
験
官
を
し
て
い
た
か

ら
、
張

と
朱
珪
を
混
同
し
た
可
能
性
が
高
い
。

四
　
張

の
周
辺

―
己
未
進
士
た
ち

仁
宗
嘉
慶
年
間
は
、
清
朝
の
屋
台
骨
が
漸
く
傾
き
は
じ
め
た

時
代
で
あ
っ
た
が
、
人
文
科
学
の
側
面
か
ら
い
え
ば
、
文
人
学

者
が
綺
羅
星
の
ご
と
く
輩
出
し
た
黄
金
期
で
あ
っ
た
。
朱
珪
が

試
験
官
と
な
り
、
張

ら
優
秀
な
人
材
の
多
か
っ
た
嘉
慶
四
年

の
科
挙
を
取
り
上
げ
て
、
清
代
文
人
学
者
の
動
向
を
見
て
い
き

た
い
。
西
夏
文
献
の
研
究
を
お
こ
な
っ
た
文
人
は
、
多
か
れ
少

な
か
れ
張

と
関
係
が
あ
る
の
で
、
張

の
知
友
を
検
証
す
る
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こ
と
は
必
要
で
あ
ろ
う
。

清
代
科
挙
に
関
す
る
文
献
の
一
つ
に
、
法
式
善
の
『
清
秘
述

聞
』
が
あ
る
。
著
者
法
式
善
（
一
七
五
三
〜
一
八
一
三
）
は
、
本
名

運
昌
、
字
は
開
文
、
号
は
時
帆
、
蒙
古
正
黄
旗
の
人
で
あ
る
。

『
清
秘
述
聞
』
巻
八
の
「
嘉
慶
四
年
己
未
科
会
試
」
の
条
を
参
照

し
よ
う
。

考
官：

吏
部
尚
書
朱
珪
、
字
は
石
君
、
順
天
大
興
の
人
、
戊

辰
（
乾
隆
十
三
年
一
七
四
八
）
進
士
。
左
都
御
史
劉
権
之
、
字
は
徳

輿
、
湖
南
長
沙
の
人
、
庚
辰
（
乾
隆
二
十
五
年
一
七
六
〇
）
進
士
。

戸
部
侍
郎
阮
元
、
字
は
梁
伯
、
江
南
儀
徴
の
人
、
己
酉
（
乾
隆
五

十
四
年
一
七
八
九
）
進
士
。
内
閣
学
士
文
幹
（
本
名
は
文
寧
）
、
字

は
蔚
其
、
満
州
正
紅
旗
の
人
、
甲
辰
（
乾
隆
四
十
九
年
一
七
八
四
）

進
士
。

こ
れ
を
見
る
と
、
朱
珪
が
正
考
官
で
、
あ
と
の
三
名
が
副
考

官
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
前
掲
書
『
清
史
稿
』
巻
三
四
〇
、
朱

珪
伝
に
は
、
や
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
異
な
る
叙
述
が
あ
る
。

嘉
慶
四
年
、
会
試
を
典

つ
か
さ

ど
り
、
阮
元
之
を
佐た
す

く
。
一
時
の
名

流
捜さ

ぐ

り
抜ぬ
き

て
殆
ど
尽
せ
り
。
士
林
を
し
て
宗
と
う
と

び
仰あ
お

が
為し
む

る
者
数

十
年
な
り
。

ま
た
、
同
書
巻
三
六
〇
の
阮
元
伝
に
は
こ
の
叙
述
を
裏
付
け

る
記
載
が
あ
る
。

嘉
慶
四
年
、
大
学
士
朱
珪
と
偕と

も

に
会
試
を
典
ど
り
、
一
時
の

樸
学
高
才
捜
り
羅

あ
み
は
り
て
殆
ど
尽
き
た
り
。

こ
の
記
述
か
ら
す
れ
ば
、
実
質
的
に
は
朱
珪
（
一
七
三
一
〜
一

八
〇
六
）
が
会
試
総
裁
で
、
阮
元
（
一
七
六
四
〜
一
八
四
九
）
が
副

総
裁
で
あ
っ
た
。

前
掲
の
『
清
秘
述
聞
』
巻
八
の
続
き
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

状
元
は
姚
文
田
、
字
は
秋
農
、
浙
江
帰
安
の
人
。
榜
眼
は
蘇

兆
登
、
字
は
樸
園
、
山
東
霑
化
の
人
。
探
花
は
王
引
之
、
字
は

伯
申
、
江
蘇
高
郵
の
人
。



と
し
て
、
嘉
慶
四
年
進
士
の
第
一
甲
の
三
名
を
挙
げ
て
巻
を

お
え
て
い
る
。

こ
の
三
名
を
含
め
て
、
こ
の
年
の
進
士
の
名
簿
を
眺
む
れ
ば
、

興
味
尽
き
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
我
が
愛
読
書
『
山
海
経
』
の
箋

疏
者
�
懿
行
の
名
も
あ
る
。
そ
う
い
え
ば
、『
山
海
経
箋
疏
』
の

序
文
は
、
阮
元
が
も
の
し
て
い
た
。
こ
の
序
文
に
続
く
「
審
定

校
勘
爵
里
姓
氏
」
に
列
記
さ
れ
た
十
八
人
の
名
も
、
な
か
な
か

に
興
味
深
い
。
こ
こ
ろ
み
に
最
初
の
十
三
名
を
列
記
し
て
み
よ

う
。儀

徴
阮
雲
台
侍
郎
（
阮
元
一
七
六
四
〜
一
八
四
九
）、
陽
湖
孫
伯

渊
観
察
（
孫
星
衍
一
七
五
三
〜
一
八
一
八
）、
武
進
臧
西
成
文
学
（
臧

庸
一
七
六
七
〜
一
八
一
一
）、
帰
安
姚
秋
農
中
允
（
姚
文
田
一
七
五
八

〜
一
八
二
七
）、
高
郵
王
曼
卿
学
士
（
王
引
之
一
七
六
六
〜
一
八
三
四
）、

全
椒
呉
山
尊
学
士
（
呉
�
）、
歙
県
鮑
覚
生
学
士
（
鮑
桂
星
一
七
六

四
〜
一
八
二
六
）、
嘉
応
宋
�
湾
編
修
（
宋
湘
一
七
五
六
〜
一
八
二
六
）、

�
県
陳
梅
修
（
恭
甫
）
編
修
（
陳
寿
祺
一
七
七
一
〜
一
八
三
四
）、
江

西
新
城
�
�
荘
侍
郎
（
�
以

）
、
商
城
程
鶴
樵
（
済
棠
）
侍
郎

（
程
国
仁
）、
南
海
張
棠
村
員
外
（
張
業
南
）、
竜
南
徐
香
�
（
字
改

章
黼
）
主
事
（
徐
名

）

実
に
、
こ
の
う
ち
十
名
が
、
張

と
同
じ
く
「
樸
学
高
才
」

た
る
己
未
の
進
士
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
考
官
で
あ
っ
た
阮
元
、

阮
元
が
『
経
籍

詁
』
の
編
修
を
託
し
た
孫
星
衍
と
臧
庸
の
三

名
を
除
く
十
名
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、「
捜
り
羅

あ
み
は
り
て
殆
ど

尽
き
」
た
と
い
う
表
現
が
ふ
さ
わ
し
い
己
未
進
士
の
名
を
、
前

掲
の
続
・
再
続
を
含
め
た
『
清
秘
述
聞
三
種
』（
清
代
史
料
筆
記
叢

刊
本
一
九
八
二
）
よ
り
引
用
し
て
み
た
い
。
そ
の
際
に
は
、
張
舜

徽
『
清
人
文
集
別
録
』（
一
九
六
三
）
な
ど
を
参
照
し
、
順
番
は

進
士
題
名
碑
（
拠
『
明
清
進
士
題
名
碑
録
索
引
』
一
九
八
〇
）
の
順

と
し
た
。

湯
金
�
字
敦
甫
、
浙
江
粛
山
人
（
一
七
七
二
〜
一
八
五
六
）
張
恵

言
字
皋
文
、
直
隷
武
進
人
（
一
七
六
一
〜
一
八
〇
二
）『
周
易
虞
氏

義
』
九
巻
　
呉
栄
光
字
伯
栄
号
荷
屋
、
広
東
南
海
人
（
一
七
七
三

〜
一
八
四
三
）
『
�
清
館
金
石
文
字
目
』
二
巻
　
牛
坤
字
次
原
、

直
隷
天
津
人
、『
続
詩
雑
詠
』
一
巻
　
何
南
�
字
相
文
、
広
東
博

羅
人
『
燕
�
雪
跡
集
』
六
巻
　
陳
寿
祺
字
恭
甫
号
左
海
、
福
建
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�
県
人
（
一
七
七
一
〜
一
八
三
四
）『
左
海
全
集
十
種
』
；
子
喬
樅

程
祖
洛
、
字
梓
庭
、
安
徽
歙
県
人
『
程
簡
敬
公
奏
疏
』
八
巻

許
宗
彦
字
積
卿
、
徳
清
人
（
一
七
六
八
〜
一
八
一
八
）『
鑑
止
水
斎

集
』

王
廷
紹
字
善
述
、
順
天
大
興
人
『
澹
香
斎
詩
草
』
四
巻

銭
枚
字
謝
�
、
浙
江
仁
和
人
『
斎
心
草
堂
集
』

莫
与
儔
字
猶

人
、
貴
州
独
山
人
（
一
七
六
七
〜
一
八
四
一
）
；
子
莫
友
芝
有
『
韻

学
源
流
』

毛
式
�
字
伯
雨
、
山
東
歴
城
人
『
竜
吟
館
琴
譜
』

二
十
巻
　
宋
其

字
湘
帆
、
山
西
汾
陽
人
『
宋
湘
�
先
生
遺
著
』

四
巻
　
欧
陽
厚
均
字
福
田
、
湖
南
安
仁
人
『
嶽
麓
文
抄
』
十
八

巻
　
李
向
栄
字
口
囗
、
漢
軍

白
旗
人
『
浣
愁
草
』
一
巻
　
陳

鐘
麟
字
厚
甫
、
江
蘇
元
和
人
『
紅
楼
夢
八
十
齣
』
八
巻
　
�
懿

行
字
恂
九
号
蘭
皋
、
山
東
棲
霞
人
（
一
七
五
七
〜
一
八
二
五
）

倪

模
字
預
�
号
迂
存
、
安
徽
望
江
人
（
一
七
五
〇
〜
一
八
二
五
）『
古

今
銭
略
』

か
く
並
べ
て
み
て
も
、
何
と
も
豪
華
な
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。
ち

な
み
に
、
己
未
進
士
は
第
一
甲
三
名
、
第
二
甲
七
十
四
名
、
第

三
甲
百
四
十
三
名
の
合
計
二
百
二
十
名
で
あ
っ
た
。
な
お
、
末

尾
の
倪
模
に
つ
い
て
は
、
西
夏
古
銭
の
問
題
が
絡
む
の
で
、
そ

の
周
辺
を
含
め
て
み
て
ゆ
き
た
い
。
倪
模
の
著
述
『
古
今
銭
略
』

巻
三
十
二
の
巻
末
に
「
師
友
題
贈
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
。
ま

ず
、
古
銭
収
集
家
で
あ
っ
た
倪
模
が
、
古
銭
の
拓
本
を
作
成
し

て
師
友
に
贈
っ
た
旨
が
記
さ
れ
、
つ
い
で
、
受
け
取
っ
た
師
友

の
返
礼
文
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。

余
、
壬
子
（
一
七
九
二
）
自
り
都
に
在
り
て
古
銭
を
収
め
蓄
え

日
久
し
く
し
て
漸
く
多
く
、
今
且

お
お
よ

そ
十
余
年
矣
り
。
篋
の

　
た
け
か
ご
　

中
に

蔵
る

お
さ
む
　

者
も
亦
た
間ま
ま

散
り
て
失
う
も
の
有
り
。
曽
て
其
の
概
す
べ
て

を
摘

　
ぬ
き
え

て
拓
い
し
ず

り
し
装
じ

　
か
ざ
り
と
　

て
冊
頁

と
じ
ほ
ん

と
成
す
。
一
二
相
知
の
間
題
贈
と
為
せ

り
。
抑
或

あ
る
い
は
ま
た
書
を
以
て
商
あ
が
な

う
者
有
り
て
此
の
巻
に
録
し
、
以
て
好

み
を
契
る
感

お
も
い
を
志
す
と
云
う
。

ま
ず
最
初
の
題
贈
は
、
己
未
の
考
官
阮
芸
台
（
阮
元
）
の
も

の
。迂

存
進
士
蔵

た
く
わ
う
る
所
の
刀
布
貨
泉
甚
だ
富お
お

く
翁
（
樹
培
）
宜
泉

太
史
と
与
に
相
い
補
い
益

く
わ
う
る
に
足
れ
り
。
嘉
慶
四
年
仲
夏
十
日
。

阮
元
譜
研
斎
に
于お

い

て
観な
が

む
。
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倪
模
に
つ
い
て
知
る
に
は
、『
国
朝
漢
学
師
承
記
』
の
著
者
江

藩
（
一
七
六
一
〜
一
八
三
〇
）
の
題
贈
が
最
適
。
以
下
が
江
藩
の
題

贈
で
あ
る
。

海
内
古
を

　
い
に
し
え
　

好
む
の
士
お
の
こ

に
し
て
古
金
を
蔵
う
る
者
（
広
東
増
城

人
）
潘
中
翰
有
為
・
翁
（
樹
培
）
部
曹
宜
泉
の
家
と
（
江
徳
量
）

侍
御
秋
史
と
迂
存
先
生
の
四
つ
の
家
な
る
而
巳

の

み

。
秋
史
の
蔵
う

る
所
の
も
の
は
、
巳
に
散
失
し
て
存
す
る
無
し
。
先
生
は
南
に

北
に
往
来
し
、
捜
し
羅

も
と
め

て
日
に
富
ゆ
た
か

な
る
も
、
之
を
潘
翁
両
家
に

較
れ
ば
之
に
過
る
有
る
も
及
ば
ざ
る
は
無
き
な
り
。

こ
の
「
師
友
題
贈
」
に
は
、
も
ち
ろ
ん
前
掲
し
た
己
未
進
士

の
名
が
見
え
る
が
、
そ
の
他
の
己
未
進
士
の
名
も
あ
る
。
江
西

清
江
の
人
黄
郁
章
・
順
天
府
宛
平
の
人
董
大
醇
・
順
天
府
大
興

の
人
賞
錯
ら
で
あ
る
。

五
　
涼
州
感
通
塔
碑
の
発
見

さ
て
、
張

は
そ
の
「
書
天
祐
民
安
碑
後
」（『
隴
右
金
石
録
』

巻
四
所
引
）
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

此
の
碑
は
吾
が
武
威
城
内
北
隅
の
清
応
寺
中
に
あ
り
、
碑
亭

を
持
ち
、
前
後
は
磚
で
積
み
重
ね
ら
れ
て
久
し
く
密
閉
さ
れ
て

い
た
。
土
地
の
年
寄
り
も
ま
た
何
の
碑
で
あ
る
か
知
ら
な
か
っ

た
が
、
た
だ
開
い
て
は
い
け
な
い
、
開
け
ば
必
ず
風
や
雹
の
災

害
が
あ
る
と
い
っ
て
い
た
。
私
は
嘉
慶
甲
子
（
一
八
〇
四
）
年
に

貴
州
の
玉
屏
か
ら
病
気
を
理
由
に
帰
郷
し
て
い
て
時
間
が
あ
い

て
い
た
の
で
、
友
人
と
見
物
に
出
か
け
、
そ
の
密
封
を
取
り
除

こ
う
と
し
た
が
、
坊
さ
ん
が
い
け
な
い
と
止
め
る
。
無
理
強
い

し
た
が
、
あ
く
ま
で
だ
め
と
い
う
。
そ
こ
で
、「
も
し
も
禍
や
た

た
り
が
あ
っ
た
ら
、
私
達
が
引
き
受
け
ま
す
。
住
持
に
は
関
わ

り
な
い
こ
と
で
す
」
と
言
う
と
、
や
っ
と
承
知
し
た
。
そ
こ
で

労
働
者
数
人
を
雇
っ
て
、
前
の
敷
き
瓦
を
開
け
る
と
碑
が
現
れ

た
。（
中
略
）
此
の
碑
は
私
が
開
い
て
か
ら
初
め
て
こ
の
世
で
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
金
石
家
は
ま
た
一
種
の
め

ず
ら
し
い
文
字
を
増
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
感
通
塔
碑
の
発
見
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
厳

可
均
著
『
鉄
橋
漫
稿
』
に
劉
師
陸
が
発
見
し
た
と
の
誤
っ
た
記

載
が
あ
る
。（「
西
夏
皆
慶
寺
感
通
塔
碑
跋
」
参
照
「
国
立
北
平
図
書
館
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館
刊
」
四
巻
三
号
二
八
頁
）
劉
師
陸
は
嘉
慶
二
十
五
（
一
八
二
〇
）

年
の
進
士
な
の
だ
が
、
厳
可
均
の
誤
解
は
、
お
そ
ら
く
は
初
尚

齢
の
『
吉
金
所
見
録
』（
道
光
七
《
一
八
二
七
》
年
刊
）
に
よ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。『
吉
金
所
見
録
』
は
前
述
し
た
洪
遵
の
『
泉
志
』

の
記
載
さ
れ
た
ド
ヴ
ェ
リ
ア
の
論
考
で
有
名
な
図
で
あ
る
が
、

そ
の
中
に
劉
師
陸
の
著
述
を
引
い
て
、
西
夏
文
字
に
つ
い
て
の

興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。

涼
州
の
土と

ち

の
人も
の

地
を
掘
り
て
、
古
銭
数
の

　
い
く
つ
か
　

甕
を
得
た
り
。
其

の
中
は
開
元
（
唐
の
開
元
通
宝
）
最
も
多
く
、
北
宋
・
遼
銭
及
び

西
夏
の
元
徳
、
天
盛
、
乾
祐
、
天
慶
、
皇
建
、
光
定
の
諸
品
も

亦
復

ま
た
ま
た

少
な
か
ら
ず
。
而
し
て
、
此
の
種
の
梵
字
銭
も
、
亦
た
数

品
有
り
、
余
共

わ
れ
ら

千
余
枚
を
揀え
ら

び
得
た
り
。
又
嘗
て
涼
州
大
雲
寺

に
古
碑
を
訪
い
得
た
る
に
、
碑
の
陽
面
は
正
に
此
等
の
字
に
作

れ
り
。
碑
陰
の
楷
書
、
之
を
捫

ま
さ
ぐ

り
読
め
ば
、
則
ち
天
祐
民
安
五

年
に
立
つ
る
所
に
し
て
、
乃
ち
此
の
銭
の
西
夏
梵
書
な
る
を
知

る
。
景
厳
（
洪
遵
の
字
）
の
泉
志
を
作
る
時
は
即
ち
之
を
識
ら
ず
。

数
百
年
の
後
、
此
の
疑
が
わ
し
き
竇

す
き
ま
を
破
る
は
亦
た
快
事

　
こ
こ
ち
よ
き
　

な
り
。

劉
師
陸
は
お
そ
ら
く
張

が
世
に
出
し
た
あ
と
の
感
通
塔
碑

を
訪
ね
て
、
こ
う
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
厳
可
均
が
こ
の
一

文
か
ら
感
通
塔
碑
の
発
見
を
劉
師
陸
の
所
為
と
見
た
の
も
む
べ

な
る
か
な
の
感
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
張

は
感
通
塔
碑
は
清
応
寺
に
あ
っ
た
と
す
る

が
、
劉
師
陸
は
大
雲
寺
と
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

六
　
西
夏
文
字
の
再
発
見
者

而
し
て
、
感
通
塔
碑
の
碑
陽
に
非
漢
字
文
で
記
さ
れ
た
番
字

を
西
夏
文
字
と
し
て
再
発
見
し
た
の
は
だ
れ
な
の
だ
ろ
う
か
。

一
般
的
に
言
え
ば
、
ド
ヴ
ェ
リ
ア
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
が
、
す
で
に
述
べ
た
ご
と
く
、
一
八
二
七
年
に
『
吉
金
所
見

録
』
で
初
尚
齢
は
劉
師
陸
が
感
通
塔
碑
か
ら
「
此
の
銭
の
西
夏

梵
書
な
る
を
知
」
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
ド
ヴ
ェ
リ
ア
よ
り
数

十
年
前
で
あ
る
。
そ
の
前
に
、
感
通
塔
碑
の
発
見
者
張

は
、

自
ら
が
発
見
し
た
碑
を
西
夏
文
字
資
料
と
し
て
認
識
し
た
の
か

ど
う
か
。
張

は
「
め
ず
ら
し
い
文
字
を
増
し
た
」
と
述
べ
て

い
る
の
み
で
あ
る
か
ら
、
厳
密
に
言
え
ば
西
夏
文
字
の
再
発
見

者
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
未
見
の
著
述
で
感
通
塔
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碑
を
西
夏
文
字
資
料
と
言
及
し
て
い
る
可
能
性
は
十
分
に
あ

る
。洪

遵
の
『
泉
志
』
や
感
通
塔
碑
に
注
目
し
て
西
夏
文
字
を
再

発
見
し
た
考
証
学
者
は
い
っ
た
い
だ
れ
な
の
か
。
張

か
。
初

尚
齢
な
の
か
。
劉
師
陸
か
。
そ
れ
と
も
、
後
述
の
劉
燕
庭
喜
海

な
の
か
。
あ
る
い
は
、
翁
樹
培
か
。

と
こ
ろ
で
、
清
代
に
は
地
方
史
編
纂
が
地
方
官
の
分
担
と
さ

れ
た
の
だ
が
、
こ
の
た
め
趣
味
と
実
益
を
か
ね
て
銘
文
の
拓
本

と
古
銭
の
収
集
が
文
人
官
僚
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
こ
れ
が
、

先
述
し
た
金
石
学
の
一
分
野
と
な
っ
た
。
ま
た
、
清
代
の
金
石

学
者
は
、
学
史
的
研
究
と
し
て
先
学
の
業
績
を
も
取
り
上
げ
た
。

そ
の
先
学
の
中
に
、
西
夏
と
同
時
代
の
金
石
学
者
で
あ
り
、
ド

ヴ
ェ
リ
ア
の
論
考
で
有
名
と
な
っ
た
南
宋
の
学
者
洪
遵
（
一
一
二

〇
〜
一
一
七
四
）
が
い
る
。
洪
遵
に
つ
い
て
は
、
張
端
木
（
字
は
崑

喬
、
一
七
一
一
〜
一
七
七
四
）
が
そ
の
著
述
『
銭
録
』
に
載
せ
た
紹

介
文
が
あ
る
。

宋
の
洪
遵
『
銭
志
』
十
五
巻
を
著
す
。
按
ず
る
に
遵
字
は
景

厳
、
�
陽
の
人
。
忠
宣
公
皓
の
仲
子
な
り
。
官
は
同
知
樞
密
院

に
至
り
、
淳
煕
二
年
に
卒
す
。
諡
は

　
お
く
り
な
　

文
安
、
兄
の
文
恵
�
、
弟

の
文
敏
邁
と
名
を
斉
ひ
と
し
く
し
、
三
洪
と
称
せ
ら
る
。

ち
な
み
に
、
父
の
忠
宣
公
皓
と
は
、
十
五
年
間
女
真
族
の
国

金
に
抑
留
さ
れ
、
そ
の
時
の
見
聞
記
『
松
漠
紀
聞
』
を
著
し
た

洪
皓
（
一
〇
八
八
〜
一
一
五
五
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま
た
、
兄
の

洪
�
（
一
一
一
七
〜
一
一
八
四
）
は
、
宋
史
雑
記
に
つ
い
て
の
詩
文

集
『
盤
洲
文
集
』
を
著
し
、
弟
の
洪
邁
（
一
一
二
三
〜
一
二
〇
二
）

は
、『
容
斎
随
筆
』
や
『
夷
堅
志
』
の
著
者
で
あ
る
。『
容
斎
随

筆
』
に
は
、
党
項
羌
酋
李
定
の
神
臂
弓
な
ど
に
つ
い
て
の
記
載

が
あ
り
、『
夷
堅
志
』
は
、
有
名
な
「
契
丹
誦
詩
」
の
項
が
載
っ

て
い
る
。
洪
氏
一
族
の
同
時
代
資
料
は
、
契
丹
・
西
夏
・
女
真

諸
民
族
の
研
究
に
は
欠
か
せ
な
い
基
礎
資
料
で
あ
る
。

た
だ
、
洪
遵
の
『
泉
志
』
に
は
、
西
夏
の
古
銭
は
梵
字
銭
と

有
る
の
み
で
、
感
通
塔
碑
な
ど
の
西
夏
資
料
と
併
せ
な
け
れ
ば
、

西
夏
文
字
と
は
比
定
で
き
な
い
。

で
は
、
洪
遵
の
『
泉
志
』
に
あ
る
梵
字
銭
を
西
夏
銭
と
し
た

最
初
の
考
証
学
者
は
だ
れ
な
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
李
佐

賢
（
字
は
竹
朋
、
一
八
〇
七
〜
一
八
七
六
）
著
『
古
泉
匯
』
の
利
集

巻
十
五
の
記
述
を
見
よ
う
。
李
佐
賢
は
洪
遵
の
『
泉
志
』（
張
海
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鵬
の
学
津
討
原
本
に
依
る
）
の
梵
字
銭
に
つ
い
て
、
初
尚
齢
の
『
吉

金
所
見
録
』
で
補
い
な
が
ら
、
分
析
検
討
し
て
い
る
。
ま
ず
不

鮮
明
な
が
ら
、
大
安
宝
銭
の
表
裏
と
天
慶
宝
銭
、
乾
祐
宝
銭
ら

し
き
図
を
縦
に
並
べ
て
論
じ
て
い
る
。

洪
志
梵
字
銭
弁
ず
べ
か
ら
ず
。
大
抵
屋
駄
吐
番
銭
に
類
す
。

此
の
銭
今
見
る
所
の
者
は
尚
お
三
品
に
止
ま
ら
ず
。
皆
な
識
る

可
か
ら
ず
。【
初
尚
齢
の
】『
吉
金
録
』
劉
青
園
（
劉
師
陸
）
に
拠

り
て
曰
く
「
涼
州
よ
り
古
銭
数
甕
出
土
す
。
其
の
中
の
唐
宋
遼

銭
及
び
西
夏
の
元
徳
・
天
盛
・
乾
祐
・
天
慶
・
皇
建
・
光
定
諸

品
皆
な
有
り
。
而
し
て
此
種
梵
字
銭
亦
右
数
品
有
り
。
又
た
嘗

て
涼
州
大
雲
寺
に
古
碑
を
訪

お
と
な

い
得
た
る
に
、
碑
陽
は
正
に
此
等

の
字
に
作
れ
り
。
碑
陰
は
楷
書
（
之
を
捫
ま
さ
ぐ
り
読
め
ば
）
則
ち
天
祐

民
安
五
年
（
立
つ
る
所
に
し
て
）
乃
ち
此
の
銭
の
西
夏
梵
書
な
る

こ
と
を
知
る
と
。
劉
燕
庭
曰
く
曽
て
蔵
て

　
お
さ
め
も
　

る
所
の
西
夏
天
祐
民

安
碑
の
字
を
以
て
之
を
証
す
る
に
筆
法
異
ら
ず
。
其
れ
西
夏
銭

と
為
す
に
疑
い
無
し
。
天
祐
民
安
の
紀
元
を
按
ず
る
に
尚
お
元

徳
以
前
に
在
れ
ば
則
ち
此
の
銭
は
当
に
西
夏
開
国
時
の
物
に
し

て
尚
お
中
華
文
字
通
ぜ
ず
。
後
に

い
た�
り
改
め
て
漢
字
を
用
い
始

め
て
元
徳
以
下
の
諸
品
有
る
な
り
。

こ
の
記
述
か
ら
は
、
梵
字
銭
の
文
字
を
感
通
塔
碑
銘
に
よ
っ

て
西
夏
文
字
と
し
た
の
が
だ
れ
で
あ
る
か
は
、
や
は
り
不
明
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
初
尚
齢
、
劉
青
園
（
＝
劉
師
陸
）、
劉
燕
庭
（
＝

劉
喜
海
）
の
三
名
は
以
上
の
文
に
拠
る
か
ぎ
り
、
皆
そ
の
可
能
性

が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
劉
燕
庭
と
は
如
何
な
る
人
物
な
の
か
。
劉
喜
海
、

字
は
燕
庭
。『
東
海
金
石
苑
』
の
撰
者
で
あ
る
。『
東
海
金
石
苑
』

は
朝
鮮
金
石
文
資
料
と
し
て
有
名
で
、
長
年
日
本
語
と
朝
鮮
語

の
比
較
言
語
学
的
研
究
を
続
け
て
き
た
老
生
に
は
、
な
じ
み
深

い
文
献
で
あ
る
。
鮑
康
子
年
（
一
八
一
〇
〜
一
八
八
〇
）
の
『
観
古

閣
泉
説
』
の
記
述
よ
り
、
劉
燕
庭
を
紹
介
し
た
い
。

泉
幣
之
好
は
山
左
に
萃

あ
つ
ま

る
。
時
を
同
じ
く
し
て
初
渭
園
（
尚

齢
）
・
劉
燕
庭
（
喜
海
）
・
呉
子
�
（
式
芬
）
・
陳
寿
卿
（
介

祺
）
・
李
竹
朋
（
佐
賢
）
の
如
き
一
時
の
盛
り
を
極
め
り
。
当
に

燕
庭
を
以
て
最
と
為
す
べ
し
。
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さ
ら
に
、
同
書
に
は
「
竹
朋
、
余
に
書
を
致
し
て
云
う
」
と

し
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

近
代
の
収
蔵
家
に
し
て
百
年
を
過
ぎ
ざ
る
者
、
儀
徴
の
阮
氏

（
元
）
・
大
興
の
翁
氏
（
樹
培
）
・
漢
陽
の
葉
氏
（
志
�
）
・
洪
洞

の
劉
氏
（
師
陸
）
・
諸
城
の
劉
氏
（
喜
海
）
ら
没
み
ま
か

り
て
僅
か
に
数

年
に
し
て
、
諸
物
星
の
ご
と
く
散
り
は
つ
。
人
の
間よ

の
感
慨

う
れ
た
き
お
も
い

に
勝
え
ず
。

ま
た
、
鮑
康
子
年
の
『
続
叢
稿
』
の
「
劉
氏
長
安
獲
古
編
序
」

に
も
劉
燕
庭
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
「
劉
氏

長
安
獲
古
編
序
」
に
は
、
割
注
が
あ
っ
て
、「
辛
丑
の
年
（
一
八

四
一
）
の
原
序
に
し
て
前
編
に
載
す
所
、
乃
て

　
し
こ
う
し
　

壬
申
の
年
（
一
八

七
二
）
の
補
刻
の
時
後
序
と
す
」
と
あ
る
。
こ
の
割
注
は
架
蔵
の

湫
�
斎
叢
書
本
に
は
な
い
。

当
代
の
賞

あ
じ
わ

い
鑑
み
わ
く

る
家
て
だ
れ

と
称た
た

え
ら
る
る
者
と
し
て
、
余
は
二
公

と
交
わ
る
を
獲
た
り
。
一
は
姻
丈
（
妻
の
父
）
劉
青
園
観
察
、
一

は
燕
庭
先
生
な
り
。
先
生
は
文
正
（
劉
統
勲
、
字
は
延
清
一
六
九
八

〜
一
七
七
三
）
・
文
清
（
劉
�
、
字
は
崇
如
、
号
は
石
菴
一
七
一
九
〜

一
八
〇
四
）
公
の
孫
、
文
恭
（
劉
鐶
之
）
公
の
子
為
り
。
韋
平
の

閥
（
漢
書
に
あ
る
韋
賢
・
韋
玄
成
と
平
当
・
平
晏
父
子
が
宰
相
の
職
を

継
承
し
た
故
事
に
よ
る
）
な
る
に
、
室
に
長
物
無
く
、
惟
だ
手
ず

か
ら
金
石
文
字
を
揖
め
て
五
千
通
の
多
き
を
逾こ

ゆ
。
官
に
服つ
と

む

る
こ
と
中
外
に
廿
餘
載
な
る
に
一
銭
す
ら
名
づ
け
ず
。（
史
記
巻

百
二
十
五
�
通
伝
の
故
事
）
而
し
て
篋
中
の
銭
幣
尊
彝
之
を
載
す
に

車く
る
ま
一
輌
兼
ず

　
の
み
な
ら
　

。（
後
漢
書
巻
六
十
二
呉
祐
伝
の
故
事
）
繁
富
ゆ
た
か

に
し
て
、

単て
が
る
に
は
究
む
可
く
も
莫
く
、
蓋
し
博
古
の
君
子
な
り
。
先
の
覚

生
世
父

お

じ

は
文
清
の
門
に
出
ず
。
文
恭
は
先
大
夫

ち

ち

ぎ

み

の
知
貢
挙
と
為

り
先
生
を
師

み
ち
び

き
、
復
た
先
子
堅
兄
と
同
じ
く
秋
榜
に
登
れ
り
。

余
、
神
交
有
る
も
一

ひ
と
め

見ま
み

ゆ
る
を
獲
ざ
る
を
恨
め
り
。

こ
う
し
た
記
載
か
ら
、
劉
師
陸
と
劉
燕
庭
が
著
名
な
古
銭
収

集
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
だ
が
、
西
夏
銭
研
究
か
ら
西

夏
文
字
の
再
発
見
に
至
っ
た
可
能
性
は
、
同
じ
く
古
銭
収
集
家

で
あ
っ
た
翁
樹
培
に
も
云
い
え
る
。

翁
樹
培
宜
泉
は
『
古
泉
彙
考
』
八
巻
の
著
者
で
あ
る
。
翁
方

綱
（
一
七
三
三
〜
一
八
一
八
）
の
子
息
で
、
乾
隆
五
十
二
（
一
七
八
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七
）
年
の
進
士
で
あ
っ
た
。
先
の
李
佐
賢
は
『
古
泉
匯
』
首
集
巻

三
に
、
翁
樹
培
に
つ
い
て
こ
う
述
べ
て
い
る
。

庶
常
官
由
り
刑
部
員
外
に
至
る
。
専
ら
古
泉
を
愛
し
て
数
十

年
を
積
み
て
倦
ず
。

翁
樹
培
と
同
年
の
進
士
に
初
尚
齢
の
兄
弟
初
喬
齢
が
い
る
。

喬
齢
の
兄
彭
齢
は
字
を
紹
祖
、
号
を
頤
園
と
い
い
、
乾
隆
四
十

五
（
一
七
八
〇
）
年
の
進
士
で
あ
る
。
張

の
伝
記
に
あ
る
よ
う

に
、
張

と
初
彭
齢
は
面
識
が
あ
っ
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

明
清
の
中
国
で
は
同
じ
年
に
進
士
と
な
れ
ば
、
親
戚
同
様
の
つ

き
あ
い
を
す
る
。
官
吏
と
な
れ
ば
郷
里
か
ら
離
れ
る
建
前
の
あ

っ
た
清
代
で
は
、
同
年
進
士
の
グ
ル
ー
プ
が
帰
属
す
べ
き
朋
党

と
な
る
。
近
世
中
国
で
は
帰
属
意
識
は
、
行
動
規
範
に
お
い
て
、

か
な
り
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
た
。
翁
家
と
初
一
族
は
交
友

関
係
が
当
然
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
翁
樹
培
が
張

と
知
友
で

あ
っ
た
可
能
性
は
か
な
り
大
き
い
。
張

の
発
見
し
た
感
通
塔

碑
に
つ
い
て
、
翁
樹
培
の
論
考
が
西
夏
銭
と
も
絡
め
て
有
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
、
文
献
を
あ
た
っ
て
い
る
の
だ
が
、
今
の

と
こ
ろ
未
見
で
あ
る
。

翁
方
綱
に
つ
い
て
は
、
夏
訳
妙
法
蓮
華
経
と
も
関
係
が
あ
り
、

も
し
続
稿
を
書
く
機
会
が
あ
れ
ば
、
も
う
少
し
詳
し
く
述
べ
た

い
。
西
夏
文
字
の
再
発
見
に
つ
い
て
、
翁
一
族
と
初
一
族
に
興

味
が
集
ま
っ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
と
い
う
決
め
手
に
な
る
文

献
が
未
だ
見
つ
か
ら
ず
、
清
代
考
証
学
者
の
著
述
を
目
下
渉
猟

中
で
あ
る
。

七
　
感
通
塔
碑
文
の
内
容

こ
の
感
通
塔
碑
に
刻
さ
れ
た
内
容
で
あ
る
が
、
主
に
な
る
の

は
造
塔
の
由
来
で
あ
る
。
漢
文
碑
銘
の
二
行
目
か
ら
三
行
目
が

こ
れ
に
あ
た
る
。

（
前
文
欠
落
）
八
万
四
千
宝
塔
を
建
て
、
舎
利
を
奉
安
し
て
、

仏
恩
の
重
き
に
報
い
た
が
、
今
武
威
郡
の
塔
は
即
ち
其
の
数
に

か
ぞ
う
な
り
。
周
よ
り
晋
に
至
る
ま
で
千
有
余
歳
、
中
間
の
興

廃
は
経
典
の
記
す
莫
し
。
張
軌
称
制
（
中
略
）
時
に
人
有
り
て
、

天
錫
に
謂
い
て
曰
く
、「
昔
阿
育
王
仏
舎
利
を
奉
じ
て
塔
を
遍
く

世
界
中
に
起
こ
せ
り
、
今
の
宮
は
乃
ち
塔
の
故
基
の
一
な
り
。」
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と
。
天
錫
遂
に
其
の
宮
を
捨
て
て
【
寺
】
を
為つ
く

る
。

同
じ
内
容
の
文
が
、
西
夏
文
碑
の
六
行
か
ら
七
行
に
あ
る
。

以
下
、
日
本
文
に
し
て
記
載
す
る
。

涼
州
の
浮
図
（
塔
）
な
る
物
は
阿
育
王
の
舎
利
を
分
か
ち
て

｛
出
来
｝、
天
上
天
下
八
万
四
千
の
舎
利
を
蔵

お
さ
む
る
処
、（
中
略
）
張

軌
の
天
子
と
為
り
し
時
、
彼そ

の
上
に
宮
殿
を
為つ
く

れ
る
が
｛
将
来
｝

其か

の
涼
州
武
威
郡
の
名な

是こ
れ

（
な
）
り
。
張
軌
の
孫
張
天
錫
王
座
を

受
く
る
や
｛
出
来
｝、
則
ち
宮
殿
を
捨
て
て
｛
出
来
｝、
精
巧
な

る
匠
人
を
招
き
寄
せ
｛
過
来
｝
七
層
の
浮
図
を
為つ

く

れ
り
｛
将

来
｝。

〈
注
〉
西
夏
文
の
｛

｝
中
の
訓
み
は
、
西
夏
語
の
方
向
を
表
す

前
置
の
助
動
詞
の
訓
み
で
あ
る
。
現
在
で
も
河
西
回
廊
の
少
数

民
族
の
言
語
に
見
ら
れ
る
と
の
孫
宏
開
氏
の
論
考
が
あ
る
。
近

代
漢
語
に
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
が
、
日
本
語
に
も
分
限
漢
語
に

も
存
在
し
な
い
き
わ
め
て
特
徴
的
な
語
法
と
い
え
よ
う
。
例
え

ば
最
初
の
｛
出
来
｝
は
、
分
け
る
と
い
う
動
詞
の
空
間
的
時
間

的
心
理
的
な
移
動
の
方
向
性
を
表
す
西
夏
文
字
を
「
訓
ん
だ
」

も
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
小
稿
「
西
夏
語
と
近
代
漢
語
の
成
立

に
つ
い
て
―
包
括
・
排
除
の
代
名
詞
と
方
向
を
表
す
助
動
詞
―
」

（『
長
田
夏
樹
論
述
集
（
上
）』
二
〇
〇
〇
年
六
月
）
を
参
照
さ
れ
た

い
。こ

の
造
塔
由
来
記
は
、
あ
き
ら
か
に
二
つ
の
説
話
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
。
阿
育
王
説
話
と
張
天
錫
説
話
で
あ
る
。
阿
育
王

が
八
万
四
千
の
塔
を
造
っ
た
説
話
に
つ
い
て
は
、
求
那
跋
陀
羅

G
una-bhadra

（
三
九
四
〜
四
三
一
）
訳
『
雑
阿
含
』
巻
二
十
三

（
大
正
蔵
巻
二
、p.165 a

）
；
西
晋
の
安
法
欽
訳
『
阿
育
王
伝
』（
大

正
蔵
巻
五
十
、p.101 c-102

b

）
；
魏
収
（
五
〇
七
〜
五
七
二
）
『
魏

書
・
釈
老
志
』
な
ど
か
ら
引
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
仏
教
王
国
た
る
西
夏
で
は
「
ア
シ
ョ
カ
王
説
話
」
は

か
な
り
一
般
に
流
布
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

も
う
一
つ
の
前
涼
（
三
一
三
〜
三
七
六
）
張
氏
政
権
が
自
ら
建

て
た
宮
殿
を
喜
捨
し
て
塔
寺
を
造
る
説
話
に
つ
い
て
は
、
も
う

少
し
複
雑
に
な
る
。
五
胡
十
六
国
の
時
代
に
姑
蔵
と
よ
ば
れ
た

涼
州
に
都
を
お
い
た
前
涼
は
、
異
民
族
の
囲
繞
に
孤
立
す
る
漢
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族
の
王
権
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
鎮
護
国
家
の
役
割
を
担
う

仏
教
が
尊
崇
の
的
と
な
っ
た
。『
魏
書
釈
老
志
』
は
、
当
時
の
涼

州
の
あ
り
さ
ま
を
こ
う
伝
え
て
い
る
。

涼
州
は
張
軌
よ
り
後
、
世
々
仏
教
を
信
ぜ
り
。
敦
煌
の
地
は

西
域
に
接つ

ら

な
り
、
道
俗
交
こ
も
ご

も
其
の
旧
き
式
し
き
た

り
を
得
て
、
村
塢
つ
い
じ

相

い
属つ

ら

な
り
て
、
多
く
塔
寺
有
り
。

『
釈
老
志
』
に
は
涼
州
出
身
の
高
僧
が
多
か
っ
た
こ
と
を
記

し
て
い
る
が
、
出
家
し
て
慧
達
と
な
っ
た
劉
薩
河
に
関
す
る
説

話
が
張
天
錫
説
話
と
関
連
す
る
。
慧
達
に
つ
い
て
は
、
慧
皎
（
四

九
七
〜
五
五
四
）
撰
『
高
僧
伝
』
巻
十
三
（
大
正
蔵
巻
五
十
、p.409

）

；
道
宣
（
五
九
六-

六
六
七
）
撰
『
続
高
僧
伝
』
巻
二
十
五
（
大
正

蔵
巻
五
十
、p.664

）
に
詳
し
い
。

造
塔
由
来
記
に
続
く
の
は
、
仏
教
の
徳
を
讃
え
る
文
で
あ
る
。

西
夏
文
の
こ
の
部
分
は
詩
的
で
、
西
夏
文
学
の
質
の
高
さ
を
九

百
年
の
時
を
越
え
て
伝
え
て
い
る
。
西
夏
文
十
九
行
か
ら
二
十

行
の
部
分
を
訳
し
て
み
よ
う
。

五
色
の
瑞

め
で
た
き
雲
は

朝
な
朝
な
覆お

ほ

ひ
く
だ
り
て
金
こ
が
ね
の
光
り
飛
ま
ひ
と
び

三
世
の
諸
の
仏
は

　
も
ろ
も
ろ
み
ほ
と
け
　

夜
な
夜
な
繞め
ぐ

り
き
た
り
聖き
よ

き
灯
と
も
し
び
現
あ
ら
は
る

一
劫
一
た
び
完を

は

れ
ば

先
づ
地
の
道
を
獲

て
に
い
れ
心
歓
よ
ろ
こ
び
踊
り

七
覚
悉

つ
ぶ
さ
に
察
し
ら
ぶ
れ
ば

福
智
の
人
を
得
て
仏
の
宮

み
や
ゐ
に
至
ら
ん

天
が
下
の
黒
き
頭

か
し
ら
は

苦
楽
二
つ
の
福
を
捜さ

が

す
処

陸く
が

の
上
の
赤
き
面か
ほ

は

勢
敗
双
つ
の
根
基

お
ほ
も
と

是
れ
な
り

五
色
瑞
雲
　
朝
朝
｛
下
来
｝
覆
金
光
飛

三
世
諸
仏
　
夜
夜
｛
入
来
｝
繞
聖
灯
現

一
劫
一
完
　
先
地
道
獲
心
歓
踊
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七
覚
悉
察
　
福
智
人
得
仏
宮
到

天
下
頭
黒
　
苦
楽
二
之
福
捜
処

陸
上
面
赤
　
勢
敗
双
之
根
基
是

見
事
に
対
偶
の
と
と
の
っ
た
駢
儷
体
風
の
四
七
言
詩
で
、
動

的
で
色
彩
豊
か
な
名
文
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
ご
詠
歌
の
よ
う

に
、
詠
い
な
が
ら
信
仰
告
白
を
行
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
四
七
言
詩
中
の
「
天
下
頭
黒
・
陸
上
面
赤
」

に
つ
い
て
は
、
ネ
フ
ス
キ
ー
が
提
示
し
た
民
族
学
上
の
問
題
が

存
す
る
の
で
、
詳
述
し
た
い
。
ま
ず
、「
頭
黒
」
と
「
面
赤
」
と

い
う
表
記
法
で
あ
る
が
、
同
じ
表
記
法
と
し
て
、「
竜
青
」「
雀

赤
」「
虎
白
」
と
い
う
西
夏
語
文
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
四
方

に
配
し
た
四
霊
、
青
竜066 -2

・
朱
雀066 -3

・
白
虎071 -1
の
云

い
で
あ
る
。
附
し
た
数
字
は
、
西
田
龍
雄
氏
「
番
漢
合
時
掌
中

珠
解
読
」（『
西
夏
語
の
研
究
』
Ⅰ
、
一
九
六
四
年
六
月
）
中
の
語
彙

番
号
に
基
づ
い
て
李
範
文
氏
が
補
綴
し
た
「
掌
中
珠
注
音
釈
読
」

（『
宋
代
西
北
方
音
』
一
九
九
四
年
六
月
）
に
依
っ
た
。

さ
て
、
ネ
フ
ス
キ
ー
の
「
黒
頭
・
赤
面
」
論
で
あ
る
が
、
ま

ず
は
彼
の
訳
語
に
あ
た
っ
て
み
よ
う
。‘O

n
a

im
e

n
o

v
a

n
ij

T
angutskogo

gosudarstva’

中
の“T

angutskaja
F
ilologija”

一
九
三
三
『
西
夏
語
文
学
』
一
九
六
〇
所
収

唐
叔
豫
漢
訳
「
関

於
西
夏
国
名
」（
初
掲
は
『
国
立
北
平
図
書
館
刊
』
九
巻
二
号
、
一
九
三

五
）
に
そ
の
訳
語
が
あ
る
。
ネ
フ
ス
キ
ー
はch

ern
og
olov
y
e

k
rasn

olicy
e

「
黒
き
頭
の
も
の
た
ち
、
赤
き
面
の
も
の
た
ち
」

と
訳
し
て
い
る
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
ネ
フ
ス
キ
ー
は
「
黒

頭
・
赤
面
」
と
は
タ
ン
グ
ー
ト
民
族
全
体
を
表
す
語
彙
と
考
え

て
い
た
。
と
い
う
の
も
、「
黒
頭
」「
赤
面
」
は
対
を
な
す
語
句

と
し
て
、
西
夏
の
詩
文
に
た
び
た
び
出
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

ネ
フ
ス
キ
ー
の
指
摘
を
見
よ
う
。
ま
ず
は
、
西
夏
の
「
大
詩
」

か
ら
。

皇
天
下
　
千
頭
黒
　
福
低
高

陸
地
上
　
万
面
赤
　
智
不
斉

つ
ぎ
に
、「
夏
聖
根
讃
歌
」
冒
頭
か
ら
。

頭
黒
石
城
漠
水
辺

面
赤
父
塚
白
河
上

河
西
長
之
国
在
彼
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こ
の
よ
う
に
、
西
夏
の
詩
文
を
挙
げ
た
あ
と
、
ネ
フ
ス
キ
ー

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
は
個
人
的
に
は
「
頭
黒
」「
面
赤
」
と
い
う
語
は
タ
ン
グ
ー

ト
民
族
総
体
を
現
す
同
義
語
の
表
現
で
使
用
さ
れ
て
い
る
と
み

な
す
方
へ
傾
い
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
方
学
研
究
所

の
西
夏
学
専
門
家
エ
ヴ
ゲ
ニ
イ
・
イ
ワ
ノ
ヴ
ィ
チ
・
ク
チ
ャ
ノ

フ
氏E

vgenij
Ivanovich

K
ychanov

（
漢
字
表
記
で
は
克
恰
諾
夫
）

は
、「
党
項
格
言
の
性
格
と
芸
術
的
特
質
に
関
す
る
問
題
に
つ
い

て
」（『
新
集
錦
合
諺
語
』
一
九
七
四
）
で
ネ
フ
ス
キ
ー
説
を
跡
付
け

て
い
る
。
ま
た
、
ク
チ
ャ
ノ
フ
氏
は
一
九
九
三
年
に
、
さ
ら
に

こ
の
説
に
民
族
学
的
な
解
釈
を
加
え
て
い
る
。（
国
立
エ
ル
ミ
タ
ー

ジ
ュ
美
術
館
館
長
ミ
ハ
イ
ル
・
ピ
オ
ト
ロ
フ
ス
キ
ーM

ixail
P

iotrovskij

編
集
の
『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
失
わ
れ
た
帝
国

―
ハ
ラ
ホ
ト
か
ら
の
仏

教
美
術
』
参
照
）
以
下
に
引
用
し
て
お
こ
う
。

タ
ン
グ
ー
ト
テ
キ
ス
ト
は
し
ば
し
ば
タ
ン
グ
ー
ト
族
に
対
し

て
黒
い
髪
を
し
た
も
の
（
頭
黒
）
と
赤
い
顔
を
し
た
も
の
（
面
赤
）

と
し
て
言
及
す
る
。
こ
の
記
述
は
ま
た
、
か
な
り
の
学
問
的
な

注
意
を
喚
起
さ
せ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
二
つ
の
本
来
の
タ
ン

グ
ー
ト
族

―
天
空
出
自
の
父
系
の
黒
髪
族
と
大
地
出
自
の
母

系
の
赤
顔
族

―
で
あ
る
と
す
る
よ
り
ほ
か
の
良
い
説
明
を
す

る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
「
黒
頭
・
赤
面
」
問
題
に
は
、
西
田
龍
雄
氏
も
一
九
六

七
年
に
紀
伊
國
屋
新
書
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
西
夏
文

字
』
の
中
で
触
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
西
田
氏
は
「
西
夏
語

『
月
々
楽
詩
』
の
研
究
」（「
京
都
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
」
第
二
十
五
、

一
九
八
六
）
の
中
で
西
夏
詩
の
中
の
対
句
に
関
す
る
興
味
深
い
指

摘
を
行
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、「
月
々
楽
詩
」
を
ネ
フ
ス
キ
ー

は
「
月
月
娯
詩
」
と
訳
し
て
い
る
。
こ
の
詩
の
西
夏
語
オ
リ
ジ

ナ
ル
は
、
対
句
表
現
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
分
析

し
た
西
田
氏
は
、
同
じ
内
容
の
詩
句
を
Ⅰ
難
し
い
単
語
・
表
現

と
Ⅱ
易
し
い
単
語
・
表
現
の
対
句
か
ら
な
る
こ
と
を
説
明
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
Ⅰ
は
「
黒
頭
」（
遊
牧
民
）
の
言
葉
、
Ⅱ
は

「
赤
面
」（
農
耕
民
）
の
言
葉
に
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
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し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
詳
密
な
論
証
は
行
わ
な
い
が
、
依
る
べ

き
説
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
前
述
の
陳
炳
応
氏
も
「
西
夏
の
詩
歌

諺
語
に
反
映
し
た
社
会
歴
史
問
題
」（「
甘
粛
師
大
学
報
」
一
九
八

〇-

二
）
で
「
黒
頭
・
赤
面
」
問
題
を
論
じ
て
い
る
。

こ
う
し
た
論
説
を
参
照
し
て
、
前
掲
の
西
夏
「
大
詩
」
を
訳

解
し
て
お
こ
う
。

皇あ
ま

天
つ
か
み
し
ろ
し
め
す
下
に
　
千
も
も
ち
の
黒
き
頭
あ
た
ま
た
ち
の
　

福
さ
い
わ
い
は
高
低
あ
り

陸く
に

地
つ
か
み
う
し
は
く
上
に
　
万
よ
ろ
ず
の
赤
き
面つ
ら

た
ち
の

智
　
さ
と
り

斉
か
ひ
と
し
　

ら
不ず

八
　
清
応
禅
寺
と
涼
州
大
雲
寺
の
塔

で
は
、
一
〇
九
四
年
に
感
通
塔
碑
の
建
て
ら
れ
た
寺
の
名
称

は
何
と
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
発
見
者
張

は
前
述
の
よ
う
に

清
応
寺
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
張

は
「
樸
学
高
才
」
の

一
人
と
し
て
、
拓
本
の
収
集
に
も
情
熱
を
傾
け
た
。『
涼
州
府
志

備
考
』
に
は
、
お
び
た
だ
し
い
量
の
碑
記
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

清
応
寺
関
係
の
も
の
と
し
て
も
、
こ
の
感
通
塔
碑
以
外
に
三
種

類
の
碑
文
を
紹
介
し
て
い
る
。
時
代
の
古
い
順
に
あ
げ
て
み
よ

う
。万

歴
十
六
戊
子
（
一
五
八
八
）
年
建
立
の
「
勅
賜
清
応
禅
寺
碑

記
」、
康
熙
十
一
壬
子
（
一
六
七
二
）
年
建
立
の
「
重
修
清
応
寺

塔
記
」
と
康
熙
五
十
辛
卯
（
一
七
一
一
）
年
建
立
の
「
重
修
清
応

寺
塔
頂
碑
記
」
で
あ
る
。
こ
の
三
種
の
碑
文
の
内
容
を
検
討
し

て
、
感
通
塔
碑
が
建
立
さ
れ
た
寺
が
本
当
に
清
応
寺
で
あ
っ
た

の
か
を
考
察
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
戊
子
碑
で
あ
る
。

稽
古
の
仏
氏
曰
く
、
西
方
の
聖
人
と
は
蓋
し
沙
門
の
涅
槃
荘

厳
に
し
て
菩
提
の
正
果
を
成
就
し
た
る
者
な
り
。
其
の
我
が
中

国
に
入
れ
る
は
則
ち
漢
の
明
帝
に
於
て
始
ま
り
、
梁
の
武
帝
に

於
て
甚
し
く
、
而
し
て
隋
唐
之
に
次
ぐ
。
故
に
天
下
後
世
哄
然

と
し
中
国
の
仏
其
人
也
。
涼
州
は
西
域
の
襟
衽
之
地
に
而
て
番

　
え
び
す

の
僧
其
の
間
に
雑
ざ
り
出
ず
。
其
の
城
之
東
北
隅
に
、
旧
く
北

斗
宮
の
遺
址
有
り
。
相
い
伝
え
て
始
め
て
至
正
の
時
に
至
り
て
、

兵
火
に
残
燹
す
。
永
楽
の
間
に
勅
し
て
清
応
禅
寺
と
為
す
。
殿

宇
は
巍た

か

く
峨
け
わ
し

く
し
て
廊
の

　
わ
た
ど
の
　

楹
は
し
ら

は
絵
え
が
く

こ
と
絢
あ
で
や

か
に
世
々
古

ゆ

い

し

ょ

あ
る
刹て
ら

と
称な
づ

く
、
今
に
迄
い
た
る

ま
で
二
百
有
余
祀
ま
つ
り

暘は
れ

に
雨
に
暄か
わ

き
湿
り
て
瓦
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毀こ
わ

れ
棟
橈た
わ

み
像

　
み
か
お

貌
傾

か
た
ち
　

き
頽く
ず

れ
殊
に
隆
さ
か
ん

に
具そ
な

え
て
瞻
る

　
あ
お
ぎ
み
　

所
以
に
非

ざ
る
な
り
。

次
に
壬
子
碑
の
銘
文
を
あ
げ
る
。

清
応
寺
は
本
と
北
斗
宮
と
名
づ
く
、
北
斗
宮
の
姑
洗
塔
有
る

は
、
蓋
し
晋
の
張
重
華
宮
内
の
地
を
舎す

て

て
寺
を
建
て
塔
を
立
つ

る
に
始
ま
る
。
今
ま
此
の
塔
と
大
雲
寺
の
塔
は
並
び
峙

そ
ば
だ

ち
て
水

口
を
鎮し

ず

め
塞ふ
さ

ぎ
て
穹
を

　
お
お
ぞ
ら
　

摩
ぜ

か
い
な
　

日
を
礙
さ
ま
た

げ
光
り
燿
か
が
や

く
こ
と
常
な
ら

ず
。
蓋
し
涼
州
の
一
つ
の
勝

う
つ
く
し
き
概
け
し
き
な
り
。

最
後
に
辛
卯
碑
の
銘
文
で
あ
る
。

蓋
し
聞
く
寺
と
は
乃
ち
仏
の
舎

す
ま
い

也
と
、
瓊
あ
で
や

か
な
る
宮
・
瑶
め
ず
ら

な

る
室へ

や

に
非
ず
し
て
、
以
て
其
の
美
し
き
を
形
ど
る
に
足
ら
ず
。

塔
は
本
と
仏
の
身

な
ま
み

也
と
、
雲
に
逼
り
霄
を

　
お
お
ぞ
ら
　

干お
か

さ
ず
し
て
以
て
其

の
高
き
を
仰
ぐ
に
足
ら
ず
。
世
の
寺
を
修

と
と
の

え
塔
を
建
つ
る
は
止た
だ

に
妙
な
る
像
み
か
た

を
崇
び
掲
る
の
み
非な
ら

ず
、
人
を
使
て
廟
た
ま
や

に
入
り
て

は
思
い
敬
い
像
を
見
て
は
皈
依

き

え

せ
し
め
る
は
良
ま
こ
と
に
以ゆ
え

有
る
也
。

こ
の
三
碑
に
あ
る
北
斗
宮
な
い
し
は
宮
が
、
壬
子
碑
の
謂
う

よ
う
に
、
感
通
塔
碑
に
あ
る
張
軌
の
建
立
し
た
宮
で
あ
る
か
ど

う
か
は
判
然
と
し
な
い
。
ち
な
み
に
北
斗
宮
と
は
道
教
的
司
命

神
北
斗
星
君
を
祭
っ
た
施
設
で
あ
る
。
道
教
は
中
国
古
来
の
民

間
信
仰
が
仏
教
の
影
響
下
に
体
系
化
し
て
成
立
し
た
。
思
想
的

に
も
信
仰
集
団
と
し
て
も
、
仏
教
の
思
想
や
教
団
組
織
を
踏
襲

し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
故
に
こ
そ
道
教
成
立

当
初
の
漢
代
か
ら
、
仏
教
と
道
教
は
複
雑
な
対
立
関
係
に
あ
っ

た
。
北
斗
宮
を
寺
に
変
え
る
思
想
的
背
景
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
内
包
す
る
が
、
こ
こ
で
は
西
夏
と
直
接
関
係
し
な
い
問
題

で
あ
る
の
で
、
詳
し
く
は
触
れ
な
い
。

明
ら
か
な
こ
と
は
、
壬
子
碑
の
建
っ
た
一
六
七
二
年
に
は
、

清
応
禅
寺
の
塔
は
涼
州
衛
の
古
刹
大
雲
寺
の
塔
と
並
び
立
っ
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
大
雲
寺
な
る
寺
は
、
唐
代
高
宗
の
麟

徳
三
（
六
六
六
）
年
に
諸
州
に
建
設
さ
れ
た
官
寺
の
一
つ
で
あ
っ

た
。
我
が
邦
奈
良
朝
の
国
分
寺
は
こ
の
官
寺
制
を
他
の
諸
々
の

制
度
と
と
も
に
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
諸
州
の
官
寺
が
こ
と
ご
と
く
大
雲
寺
と
い

う
名
称
に
な
っ
た
の
は
、
か
の
名
高
き
則
天
武
后
が
即
位
し
た
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天
授
元
（
六
九
〇
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
女
性
で
あ
る
武
則
天
が

皇
帝
に
就
く
正
当
性
を
主
張
す
る
た
め
、
武
后
の
側
近
の
僧
た

ち
は
『
大
方
等
無
想
大
雲
経
』
な
る
経
典
を
提
示
し
た
。
こ
の

経
典
中
に
は
弥
勒
下
生
説
話
と
浄
光
天
女
即
位
説
話
が
記
載
さ

れ
て
い
て
、
衆
生
を
済
度
す
べ
く
浄
光
天
女
た
る
武
后
が
即
位

す
る
と
い
う
理
論
は
武
周
革
命
の
礎
石
た
り
得
た
。『
大
方
等
無

想
大
雲
経
』
は
単
に
『
大
雲
経
』
と
呼
ば
れ
、
武
則
天
の
国
周

を
支
え
た
。
そ
れ
故
、
諸
州
の
官
寺
は
大
雲
寺
と
呼
ば
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

涼
州
大
雲
寺
の
碑
銘
は
、
清
応
禅
寺
の
碑
銘
よ
り
は
る
か
に

見
つ
け
や
す
い
。
古
い
も
の
と
し
て
は
唐
の
景
雲
二
（
七
一
一
）

年
建
立
の
「
涼
州
衛
大
雲
寺
古
刹
功
徳
碑
」（『
全
唐
文
』
巻
二
百

七
十
八
）
が
あ
り
、
新
し
い
も
の
と
し
て
は
明
の
天
啓
二
年
壬
戌

（
一
六
二
二
）
年
の
「
増
修
大
雲
寺
碑
記
」
が
あ
る
。
ま
ず
、
景

雲
碑
を
紹
介
し
よ
う
。

夫
れ
無
為
な
る
者
は
、
静

お
だ
や

か
に
而
し
て
常
に
楽
し
み
、
応
物

な
る
者
は
成

な
し
と

げ
て
而
し
て
有
ら
不
る
は
是
れ
冥
権
を
知
り
て
瀰

倫
を
恃た

の

ま
ず
。
大
悲
は
方
便
を
主む
ね

と
す
可
し
。
三
界
の
中
に
四

生
を
汲
引
し
、
弘
く
八
政
を
宣
に

　
お
お
や
け
　

し
、
八
万
四
千
に
非
ざ
れ
ば

以
て
其
の
沙
門
の
路
を
開
く
無
く
、
三
十
七
品
は
其
れ
浄
土
の

衢
を

ち
ま
た
　

弘
む
者
也
。
大
雲
寺
な
る
者
は
晋
の
涼
州
牧
張
天
錫
の
昇

平
之
年
に
置
く
所
な
り
。
本
は
宏
蔵
寺
と
名
づ
け
、
後
に
改
め

て
大
雲
と
為
す
。
則
天
大
聖
皇
后
朝
に
臨
め
る
日
な
る
に
因
り

て
諸
州
創
め
各
々
に
大
雲
を
置
き
遂
に
号
を
改
め
て
天
賜
と
為

す
。
其
の
地
は
四
郡
の
境
に
接

ま
じ
わ

り
、
三
辺
の
衝
要
を
控
え
蒼
松

を
俯

み
お
ろ
し
而て

城
を
環
と
り
か
こ
み
、
白
蘭
を
珍め
で

而
鎮
し
ず
め
と
作
せ
り
。

次
に
天
啓
碑
で
あ
る
。

涼
州
大
雲
古
刹
紀
、
其
の
顛
末
は
唐
宋
二
碑
有
り
て
彷

　
ほ
の
か

彿な
が

ら

考
え
ら
る
可
し
。
元
末
の
兵
燹
以
後
、
重
ね
て
鼎ま

さ

に
新
し
く
爰こ
こ

に
古
蹟
を
復
せ
り
。
皇
明
の
洪
武
十
六
年
自
り
始
ま
る
。
其
の

募
主
は
則
ち
日
本
の
沙
門
志
満
な
る
も
未
だ
紀
る

　
か
き
と
む
　

者
有
ら
ず
。

旧
く
浮
図
五
級
有
る
も
、
未
だ
尖
を
合
す
に
及
ば
ず
、
万
歴
壬

辰
の
歳
に
至
り
本
城
副
将
魯
光
祖
磚
瓦
を
施
し
砌

つ
み
あ

げ
補
な
い
て

前さ
き

の
功
し
ご
と

を
完
な
し
と

ぐ
。
嶐

　
た
か
く
そ
び

ゆ
る
こ
と
百
八
十
尺
、
清
応
寺
の
塔
と

双
峰
天そ

ら

を
插
つ
き
さ

し
て
、
五
涼
の
一
奇
観
と
称
す
と
云
う
。
是
よ
り
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後
時
和な
ご

み
歳
稔
り
、
民
庶お
お

く
兵
彊つ
よ

し
。
遂
に
松
疆
数
千
里
を
恢と
り

復も
ど

し
而
虜
運
日
に
衰
え
兵
威
日
に
振
う
。
気
数
の
然
ら
使
む
る

と
こ
ろ
と
雖
も
法
力
の
助
佑

た

す

く
る
所
に
非
ず
と
謂
う
可
か
ら
ざ

る
也
。

こ
う
し
て
並
べ
て
み
る
と
、
大
雲
寺
天
啓
碑
は
清
応
禅
寺
戊

子
碑
を
参
照
し
て
刻
銘
し
、
清
応
禅
寺
壬
子
碑
は
大
雲
寺
天
啓

碑
を
意
識
し
て
記
銘
し
た
こ
と
は
明
か
で
あ
ろ
う
。
近
接
し
た

両
寺
は
、
元
代
至
正
年
間
に
兵
火
で
焼
け
、
明
代
に
再
建
す
る

と
い
う
同
じ
よ
う
な
史
的
展
開
を
辿
っ
て
い
る
。
同
じ
く
涼
州

に
華
麗
な
塔
を
以
て
並
ぶ
大
雲
寺
と
清
応
禅
寺
は
、
涼
州
か
ら

遠
く
離
れ
た
者
に
は
識
別
し
に
く
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
こ
に
、
大
雲
寺
と
清
応
禅
寺
を
混
同
す
る
誤
謬
を
生
じ
た
の

で
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
西
夏
文
の
刻
さ
れ
た
感
通
塔
碑
は
清
応

禅
寺
に
あ
っ
た
も
の
で
、
大
雲
寺
に
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
今
か
ら
八
十
二
年
前
の
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年

に
涼
州
大
雲
寺
に
天
啓
碑
の
拓
本
を
取
り
に
行
っ
た
日
本
人
が

い
た
。
副
島
次
郎
と
い
う
佐
賀
生
ま
れ
の
青
年
で
あ
る
。
副
島

は
『
ア
ジ
ア
を
跨
ぐ
』
と
い
う
紀
行
文
を
残
し
て
い
る
。
副
島

の
旅
行
は
、
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
結
ぶ
内
陸
鉄
道
を
帝
国

日
本
が
建
設
す
べ
き
だ
と
い
う
持
論
の
検
証
の
た
め
の
も
の
で

あ
っ
た
。
新
聞
記
者
の
副
島
は
、
こ
の
冒
険
旅
行
の
経
費
を
多

方
面
か
ら
集
め
た
よ
う
だ
。
そ
の
中
に
段
祺
瑞
の
軍
事
顧
問
だ

っ
た
大
谷
猛
や
北
京
公
使
館
付
き
武
官
で
あ
っ
た
金
子
定
一
が

い
た
ら
し
い
。

一
月
一
日
に
北
京
を
発
っ
た
副
島
は
三
月
十
九
日
に
涼
州
に

た
ど
り
着
く
。
翌
二
十
日
に
副
島
は
大
谷
に
依
頼
さ
れ
た
拓
本

を
摺
る
た
め
に
大
雲
寺
に
出
か
け
る
。
大
雲
寺
は
百
八
十
尺
の

塔
を
持
つ
堂
々
た
る
大
寺
で
あ
っ
た
が
、
荒
廃
し
て
い
た
。
近

く
に
同
じ
塔
を
持
つ
姉
妹
寺
が
あ
っ
た
と
書
い
て
い
る
が
、
こ

れ
が
清
応
禅
寺
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
副
島
の
目
に
も
、「
姉
妹
寺
」

と
映
る
ほ
ど
に
、
大
雲
寺
と
清
応
禅
寺
は
似
て
い
た
の
で
あ
る
。

九
　
終
わ
り
に

副
島
次
郎
が
河
西
回
廊
を
旅
し
た
の
は
、
老
生
が
内
蒙
古
で

暮
ら
す
二
十
年
ほ
ど
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

『
ア
ジ
ア
を
跨
ぐ
』
を
懐
か
し
く
読
ん
だ
。
第
二
次
大
戦
や
中
国

革
命
、
さ
ら
に
文
化
大
革
命
が
起
こ
り
、
ま
た
、
最
近
の
経
済

204



発
展
。
数
十
年
の
激
動
を
思
う
時
、
う
た
た
今
昔
の
感
に
た
え

な
い
。

老
生
の
学
も
「
日
本
語
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
」
と
云
う
国

学
的
関
心
を
出
発
点
に
、
欧
米
の
比
較
言
語
学
の
手
法
と
苦
闘

し
、
中
国
音
韻
学
を
学
ぶ
必
要
性
か
ら
清
の
考
証
学
に
辿
り
着

く
こ
と
と
は
な
っ
た
。
今
時
、
清
の
考
証
学
や
金
石
学
は
博
物

館
で
鑑
賞
す
べ
き
学
問
か
も
知
れ
ぬ
が
、
考
証
学
者
の
真
摯
な

姿
勢
や
並
々
な
ら
ぬ
努
力
へ
の
共
感
も
あ
っ
て
、
老
生
な
り
に

で
き
る
か
ぎ
り
清
代
考
証
学
者
の
業
績
を
跡
付
け
て
み
た
い
と

考
え
て
い
る
。
こ
れ
が
白
鳥
の
歌
に
な
ら
ぬ
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、

今
回
は
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
筆
を
擱
く
。
さ
ら
な
る
ネ
ク
ス
ト
ワ

ン
を
構
想
す
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

（
お
さ
だ
　
な
つ
き
／
神
戸
市
外
国
語
大
学
名
誉
教
授
）
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